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令和６年１月１６日　「第１８回わけもんの主張」南那珂支会予選会
（最優秀賞　吉岡 陽向さん）



令和５年第５回串間市議会（１２月定例会）会期並びに審議日程
会期：令和５年１１月２７日（月）から令和５年１２月１３日（水）まで１７日間

審　議　日　程

1 2 月 定 例 会

月　日 曜 種　別 内　　　　　　　　　　　容

11 月 27 日 月 本会議

○会議録署名議員の指名
○会期の決定
○議案第９２号から議案第１１６号
　（上程、提案理由説明）
○議案第８２号から議案第９１号
　（�上程、提案理由説明、質疑、委員会付託、委員長報告、委員長報告に対す
る質疑、討論、採決）

○日程追加　議案第１１７号
　（�上程、提案理由説明、質疑、委員会付託、委員長報告、委員長報告に対す
る質疑、討論、採決）

11 月 28 日 火 休　会 議案熟読　　　　　　　　　　＊一般質問通告締切　午後１時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　発言順位抽選　　　午後２時から

11 月 29 日 水 休　会 議案熟読
11 月 30 日 木 休　会 議案熟読
12 月 1 日 金 休　会 議案熟読
12 月 2 日 土 休　会
12 月 3 日 日 休　会
12 月 4 日 月 本会議 ○市政総体に対する一般質問　　　　＊議案質疑通告締切　午後５時
12 月 5 日 火 本会議 ○市政総体に対する一般質問

12 月 6 日 水 本会議
○議案第１１８号
　（上程、提案理由説明、質疑、委員会付託）
○議案第９２号から議案第１１６号
　〔質疑、委員会付託（議案第１１２号から議案第１１６号省略）〕

12 月 7 日 木 委員会 付託案件の審査
12 月 8 日 金 委員会 付託案件の審査
12 月 9 日 土 休　会
12 月 10 日 日 休　会
12 月 11 日 月 委員会 付託案件の審査
12 月 12 日 火 委員会 付託案件の審査

12 月 13 日 水

委員会 付託案件の審査

本会議
午後１時

○議案第９２号から議案第１１１号、議案第１１８号
　（委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論、採決）
○議案第１１２号から議案第１１６号
　（討論、採決）
○串間市選挙管理委員及び補充員の選挙
○日程追加　議案第１１９号
　（�上程、提案理由説明、質疑、委員会付託、委員長報告、委員長報告に対す
る質疑、討論、採決）

○日程追加　議員提出議案第２号
　（上程、提案理由説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決）

2串間市議会だより



令和５年９月３０日　　高畑山分屯基地開庁記念行事（観月会）
航空自衛隊高畑山分屯基地の創立６６周年の記念行事に出席し、記念植樹や祝賀会に参加しました。

令和５年１０月１１日　　令和５年度第４５回宮崎県自治会（区会）連合会串間市研修大会
串間市文化会館で開催された研修大会に出席し、祝辞を述べたほか、大会参加者との交流会に参加しました。

正副議長活動報告
　議長（副議長）は、議会を代表して、式典や会議に出席するなど様々な活動を行って
います。その活動内容の一部をご紹介いたします。

令和５年１０月３１日　　防衛省全国情報施設協議会中央要望活動（東京都）
　自民党防衛省全国情報施設振興議員連盟総会への出席や総務省・防衛省への訪問を通じ、基地交付金の
増額や地上電波測定装置等の早期整備更新についての要望活動を行いました。

馬場成志総務副大臣への要望書提出自民党防衛省全国情報施設振興議員連盟総会

令和５年１１月７日
令和５年度小規模市の地域戦略を考える

地方議会ネットワーク議長会中央省庁要望活動
（東京都）

　１０月１２日実施の宮崎県要望、１０月２３
日実施の鹿児島県要望に引き続き参加し、国土
交通省、総務省、財務省を訪問し、財政支援措
置等の拡充や公立病院等の施設整備に対する財
政支援、道路交通網の整備促進について要望活
動を行いました。

総務省自治税務局要望

令和６年１月１１日～１２日
令和５年度小規模市の地域戦略を考える
地方議会ネットワーク議長会定期総会

（鹿児島県垂水市）
　会長市として会議に参加し、今年度の事業経
過や収支決算について報告したほか、来年度の
事業計画や収支予算等について審議し、活発な
意見交換が行われました。

定期総会

3 串間市議会だより



常任委員会議案審査報告

主な意見
　⃝�　串間市市長等の給与に関する条例等の一部改正について、特別職の給与等の引
き上げ改正は、市内の経済状況等を考慮したうえで、実施について慎重に判断す
べき。

　⃝�　戸籍の振り仮名法制化に伴うマイナンバーカード関係のシステム改修につい
て、行政サービスにおけるマイナンバーの利活用にあたっては、市民に手続等で
負担を強いることなく、わかりやすい形で実施すべき。

　⃝�　病院事業会計について、経営健全化計画中の数値から職員数の増減等がある場
合は、人件費の補正予算等も適宜計上しながら予算を執行すべき。

　　�　また、現在の病院事業管理者は病院長と兼務となっている。事業管理者として
経営健全化に全力で取り組むべき。

　⃝�　物価高に伴う支援について、住民税非課税世帯に支援金が給付されるが、課税
世帯でも物価高に苦しんでいる世帯はあるため、そうした世帯に対する支援につ
いても今後検討すべき。

12月議会の主な議案・補正予算内容
都井支所窓口仮設費� （205万9千円）

串間市市長等の給与に関する条例等の一部改正

低所得世帯への給付金� （2億4576万8千円）

物価高対策への取組� （7423万1千円）

　建物が老朽化している都井支所の安全対策として、同敷地内の駐車場に仮設の支所を設
置する。

　市長等が刑事事件の被疑者等となった場合に、給与や期末手当の支給一時差止め又は不
支給とすることができる規定を設ける。

　物価高による負担増を踏まえ、低所得世帯の生活・暮らしを支援するため、１世帯あた
り７万円の支援金を給付する。

　物価高によって経営に影響を受けている配食サービス等実施事業者や畜産業、漁業の事
業者への支援を行うほか、負担を強いられている生活者を支援するためプレミアム付き商
品券を発行する。

総務常任委員会 委員長　瀬 尾　俊 郎

4串間市議会だより



主な意見
　⃝�　都井支所仮移転において、今回の移転は計画性に欠ける。また、仮設は最小限
度にとどめ費用を抑えつつ、旧都井中学校への移転を迅速に進めるべき。

　⃝�　市木デイサービスセンターの指定管理者選定において、公募が原則であること
から今後の選定方法や運営方法について、適宜判断すべき。

　⃝�　総合体育館・運動公園の指定管理者選定において、収支予算書の詳細な内訳が
記載されておらず、募集要項には統一した指針が必要。また、経費削減が十分可
能であり、総体予算の減額や自主事業の強化を図るべき。

　⃝�　文化会館の指定管理者選定においては、文化会館に教育委員会を配置し、直営
での運営も今後検討していくべき。

　⃝�　指定管理者の選定は、制度そのものを継続することが妥当かを再検証し、適切
な施設運営を目指すべき。

主な意見
　⃝�　スポーツ＆カルチャーランド串間推進事業について、スポーツ合宿の誘致活動
に継続的に取り組む一方で、合宿時の施設利用にあたっては地元利用者にも配慮
すべき。

　⃝�　市営住宅について、管理体制を徹底し、その都度改修できるよう、スムーズな
改修計画に取り組むべき。

　⃝�　農業集落排水処理施設等の維持管理業務委託の債務負担行為（※）について、
期間が３年間となっているが、労務単価や物価の上昇分を考慮し、運営に支障が
無いよう取り組むべき。

　　　※債務負担行為…年度を跨いでの支出を伴う契約を結ぶこと
　⃝�　指定管理者の選定にあたっては、設置目的を重視した採点内容で評価を行うべき。
　⃝�　畜産経営支援事業について、農業は市の基幹産業であることから、畜産業だけ
でなく農業全般に対し公平公正な支援をすべき。

　⃝�　プレミアム商品券の発行について、市内商業の活性化や市民の経済的負担軽減
のために今後も継続すべき。

文教厚生常任委員会 委員長　木 代　誠一郎

産業建設常任委員会 委員長　野 辺　俊 郎

5 串間市議会だより



市議会議員が市に対して
皆さんの生活にかかわる内容を
質問します。

市長や行政委員会に市政の状況や将来の方
針、住民生活に密接に関わる事項について
質問をすることで、今串間市ではどんなこ
とが行われているか知ることができます。

一 般 質 問
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置
す

る
。
懲
戒
処
分
す
る
段
階
で

な
い
。

Ｑ

Ｑ Ｑ

Ａ

Ａ Ａ

児
こだま
玉征
まさたけ
威議員

◀
動画
視聴

農
業
経
営
に
対
す
る
影
響
に

つ
い
て
。

本
市
農
産
物
出
荷
先
の
多
く

は
都
市
部
へ
の
長
距
離
輸
送

が
伴
い
ま
す
。
働
き
方
改
革
関
連
法

が
改
正
さ
れ
、
２
０
２
４
年
４
月
１

日
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

農
産
物
流
通
へ
の
影
響
と
品
質
維
持

の
た
め
の
鮮
度
保
持
が
大
変
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

に
係
る
コ
ス
ト
高
を
、
現
時
点
に
お

い
て
販
売
価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
農
業
経

営
の
負
担
増
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

流
通
コ
ス
ト
の
支
援
に
つ
い

て
。

現
在
、
県
に
お
き
ま
し
て
、

本
年
度
「
広
域
物
流
網
利
用

促
進
事
業
」
と
「
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
に
向
け
た
物
流
効
率
化
対
策

事
業
」
を
創
設
し
、
物
流
コ
ス
ト
軽

減
及
び
海
上
輸
送
や
鉄
道
輸
送
へ
の

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
推
進
す
る
事
業

支
援
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

国
に
お
い
て
は
、
本
年
６
月
に
「
物

流
革
新
に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
を
策
定
し
、
物
流
の
効
率
化
等

に
向
け
た
支
援
を
講
じ
る
と
し
て
お

り
ま
す
。
農
業
者
へ
の
直
接
的
な
支

援
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
支

援
に
よ
り
、
農
業
者
へ
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
城
消
防
活
動
拠
点
施
設
に

伴
う
児
童
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
。通

学
路
の
安
全
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
10
月
に
道

路
管
理
者
等
と
の
通
学
路
安
全
推
進

会
議
を
開
催
し
、
危
険
箇
所
等
に
つ

い
て
、
情
報
共
有
を
図
っ
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、（
再
度
）

必
要
に
応
じ
て
、
道
路
管
理
者
に
よ

る
現
場
確
認
及
び
学
校
へ
の
聞
き
取

り
等
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
危
険
箇
所
の
解
消
に
は
時
間
を

要
す
る
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

学
校
で
の
注
意
喚
起
や
安
全
教
育
の

推
進
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ＱＱ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

物
流
２
０
２
４
年

問
題

今
いまえ
江　猛

たけし
議員

7 串間市議会だより



◀
動画
視聴

副
市
長
の
早
期
の
復
職
は
極

め
て
困
難
。
市
長
は
任
命
権

者
と
し
て
速
や
か
に
副
市
長
に
進
退

の
意
向
を
確
認
し
、
行
政
へ
の
信
頼

回
復
と
市
政
運
営
に
支
障
を
与
え
な

い
措
置
を
講
じ
る
責
任
が
あ
る
。
副

市
長
人
事
を
刷
新
す
べ
き
。

捜
査
中
で
あ
り
真
相
が
明
ら

か
で
な
い
。
一
定
の
結
果
が

出
次
第
、適
切
な
時
期
に
判
断
す
る
。

副
市
長
が
事
件
以
外
で
こ
れ

ま
で
関
わ
っ
た
入
札
の
総
点

検
を
さ
れ
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

警
察
の
捜
査
中
で
あ
り
要
因

が
明
ら
か
で
な
い
が
、
第
三

者
委
員
会
で
の
検
証
の
必
要
性
が
議

論
さ
れ
た
場
合
に
は
適
宜
対
応
し
て

い
く
。副

市
長
は
市
議
在
籍
時
の
平

成
29
年
９
月
議
会
で
、「
一

部
取
り
巻
き
と
そ
う
い
う
利
害
を
絡

ん
だ
人
た
ち
に
よ
っ
て
汚
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
に
私
は
憤
り
を
感
じ
る
」

「
官
製
談
合
は
非
常
に
忌
み
嫌
わ
れ

て
お
る
言
葉
だ
。
官
製
談
合
は
行
政

の
中
で
さ
れ
て
い
る
」
と
発
言
し
不

正
を
強
く
非
難
し
て
き
た
張
本
人

だ
。
市
長
の
任
命
責
任
・
監
督
責
任

は
極
め
て
重
い
。

責
任
を
痛
感
し
て
い
る
。
自

ら
の
責
任
の
取
り
方
は
、
捜

査
状
況
を
見
な
が
ら
適
切
な
時
期
に

判
断
し
た
い
。

宮
崎
国
ス
ポ
２
０
２
７
の
開

催
費
だ
が
、
多
額
の
費
用
を

市
が
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
市

の
財
政
負
担
は
ど
う
見
込
ん
で
い
る

の
か
。設

営
な
ど
多
額
の
費
用
を
必

要
と
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る
が
、
現
段
階
で
は
具
体
的
に
は

示
せ
な
い
。
来
年
度
調
査
を
行
い
設

営
費
用
な
ど
の
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
12
月
の
か
ご
し
ま
国
体
報
告

会
に
参
加
し
情
報
収
集
す
る
。

Ｑ

Ｑ

ＱＱ ＡＡ

ＡＡ

串
間
市
の
危
機
。

地
に
堕
ち
た
市
政
の

信
頼
を
取
り
戻
す
に
は
。

木
きしろ
代誠
せいいちろう
一郎議員

市
長
の
政
治
姿
勢（
人
口
減
少
対
策・

企
業
誘
致
）
に
つ
い
て

若
者
は
転
出
後
、
地
元
へ
就

職
・
転
職
を
し
な
い
ケ
ー
ス

が
多
い
と
考
え
る
が
、
そ
の
原
因
は

何
か
。令

和
４
年
度
に
実
施
し
た
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏

ま
え
る
と
、
本
市
に
希
望
す
る
就
職

先
が
な
い
こ
と
や
、
買
い
物
や
生
活

の
便
利
さ
を
都
市
部
に
求
め
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ
て
き

た
企
業
誘
致
の
実
績
、
ま
た

は
本
市
の
課
題
は
。

令
和
２
年
８
月
に
本
市
で
は

初
と
な
る
Ｉ
Ｔ
系
企
業
の
誘

致
に
成
功
し
、
本
年
11
月
末
の
雇
用

者
数
が
53
人
と
新
た
な
雇
用
の
場
の

創
出
に
繋
が
っ
て
い
る
。
企
業
誘
致

の
課
題
に
つ
い
て
は
、
立
地
要
件
や

賃
金
水
準
、
人
材
確
保
の
容
易
さ
な

ど
が
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
労
働
力

の
安
定
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

企
業
誘
致
の
取
組
に
つ
い

て
。
市
長
が
目
指
す
べ
き
将

来
の
展
望
は
何
か
。

若
い
人
材
が
本
市
で
働
き
た

い
と
思
う
機
運
を
醸
成
さ
せ

る
た
め
に
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
に

関
連
し
た
新
規
及
び
既
存
企
業
の
育

成
や
本
市
の
特
性
を
生
か
し
た
企
業

誘
致
も
、
引
き
続
き
取
組
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

福
島
高
校
に
つ
い
て

市
が
高
校
へ
支
援
し
て
い
る

内
容
は
。

経
済
的
な
支
援
と
し
て
、
本

年
度
か
ら
増
額
し
た
１
人

７
万
円
の
入
学
支
援
金
の
支
給
、
奨

学
生
と
し
て
選
考
さ
れ
た
生
徒
に
月

額
２
万
円
の
給
付
型
奨
学
金
、
定
期

券
購
入
等
通
学
に
要
す
る
補
助
、
英

検
等
に
要
す
る
検
定
料
の
補
助
、
部

活
動
は
九
州
大
会
以
上
の
出
場
に
は

移
動
等
の
経
費
を
補
助
し
て
い
る
。

高
校
の
こ
れ
か
ら
の
対
策
や

目
標
は
。

引
き
続
き
、
高
校
と
の
情
報

共
有
や
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
今
後
の
支
援
の
在
り
方
や
支
援

事
業
の
内
容
等
の
見
直
し
な
ど
も
、

学
校
現
場
の
事
情
を
把
握
し
た
上
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

１　
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て

２　
串
間
市
民
病
院
に
つ
い
て

ＱＱ Ｑ

ＱＱ

ＡＡＡ

ＡＡ

◀
動画
視聴

串
間
市
の

課
題
解
決
に

向
け
て
！

鈴
すずき
木博

ひろ や
也議員

8串間市議会だより



◀
動画
視聴

新
年
度
予
算
方
針

新
年
度
予
算
方
針
の
重
点
施

策
を
質
問
。

長
期
総
合
計
画
の
実
現
に
向

け
た
取
組
を
前
提
と
し
て
「
物

価
高
騰
な
ど
か
ら
の
地
域
経
済
の
回

復
」「
人
口
減
少
対
策
の
取
組
強
化
」

「
持
続
可
能
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
３
つ
を
施
策
構
築
の
ポ
イ
ン

ト
に
位
置
づ
け
、
地
場
産
業
者
の
育

成
や
市
民
所
得
の
向
上
に
取
り
組
む
。

本
市
の
中
期
財
政
見
通
し
に

つ
い
て
質
問
。

令
和
５
年
度
当
初
予
算
１
４
２
億

円
に
対
し
、
令
和
６
年
度
当
初
予

算
は
１
６
０
億
円
を
超
え
る
見
通
し
で
あ

り
、
中
期
財
政
見
通
し
で
は
、
令
和
６
年

度
４
億
５
９
０
０
万
円
の
財
源
不
足
見
込

み
額
に
対
し
、
財
政
調
整
基
金
を
充
て
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
提
案
内
容
に
つ
い
て
質
問
。

新
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
、

地
場
産
業
者
の
育
成
や
市
民
所

得
の
向
上
な
ど
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
事
業
を
庁
内
に
求
め
た
と
こ
ろ
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
推
進
、
農
畜
産
業
に
お

け
る
生
産
者
支
援
、
人
口
減
少
対
策
な

ど
14
件
の
事
業
が
提
案
さ
れ
た
た
め
、

行
政
評
価
委
員
会
の
審
査
を
経
て
新
年

度
予
算
計
上
を
予
定
し
て
い
る
。

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対
策
に

つ
い
て
質
問
。

ド
ロ
ー
ン
防
除
を
は
じ
め
、

「
べ
に
ひ
な
た
」
等
の
種
芋
・

苗
購
入
、
貯
蔵
施
設
の
新
設
・
改
修

支
援
に
よ
る
周
年
体
制
の
再
構
築
に

向
け
た
予
算
編
成
に
取
り
組
む
。

入
札
制
度
に
つ
い
て

第
三
者
委
員
会
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
質
問

委
員
会
の
所
掌
事
項
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
入
札
・
契
約

事
務
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
取
組

に
つ
い
て
、
客
観
的
な
視
点
か
ら
評

価
・
検
証
を
行
い
、
市
長
に
対
し
、

再
発
防
止
策
に
係
る
意
見
や
提
言
、

助
言
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
委
員
の
人
選
に
つ
い
て
は
、

他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
検
討
す
る
。

公
共
施
設
等
個
別
施
設
計
画
に
つ
い
て

簡
易
劣
化
診
断
の
対
策
が
必

要
な
都
井
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー
、
大
束
公
民
館
の
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
質
問
。

都
井
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
著
し

い
こ
と
か
ら
、
利
用
休
止
を
行
っ
て

い
る
が
、
地
域
住
民
の
意
見
を
聴
い

て
、
制
度
事
業
の
手
続
を
行
い
対
応

す
る
。

　

大
束
公
民
館
に
つ
い
て
は
、適
宜
、

改
修
工
事
・
維
持
修
繕
を
行
い
な
が

ら
、
長
寿
命
化
を
図
る
。

ＱＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＡＡＡ

ＡＡＡ

市
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

菊
きくなが
永宏
ひろちか
親議員

令和５年度
議 会 報 告 会

令和５年度
視察受入状況

　令和５年度議会報告会
を、３月下旬に串間市中央
公民館で開催する予定とし
ております。
　詳しい内容につきまして
は、今後、行政連絡文書等
でご案内してまいります。
　市民の皆様のご参加をお
待ちしております。

令和５年１２月２０日
滋賀県守山市議会
  守政会（９人）
　・�ゼロカーボン推進に係る取
組について

9 串間市議会だより



行政視察を受け入れていただいた関係機関におかれましては、お忙しい中ありがとうございました。

　かごしま国体のロードレース競技を視察しました。みやざき国スポ２０２７では、本市はロードレー
ス競技が開催予定となっています。

◎文教厚生常任委員会
出張地：鹿児島県　　出張期間：令和５年１０月１５日 ( 日 )

常任委員会
特別委員会 活動リポート
常任委員会は、議案の審査だけでなく、
市民生活に深く関わることについて調査研究を行っています。
最近の活動内容をご紹介します。

10串間市議会だより



・宮崎市議会
　⑴議会ＤＸの取組について（主にタブレットの導入について）
　　�　タブレットの導入について、主な導入・運用の経緯、主な
契約関係、賃貸借業務仕様、使用基準等の説明を受けた。

　　�　議会ＤＸについては、議会報告会等のライブ配信や議員紹
介を通じた議会活動の見える化に取り組む予定との説明を受
けた。

　⑵市議会における災害対応の危機管理体制について
　　�　「宮崎市議会災害対策連絡会議規程」や災害発生時の行動マニュアルについて説明を受けたほ
か、議員への防災服貸与や議場内の防災ヘルメット常設等の防災備品について説明を受けた。

　⑶市議会政治倫理条例におけるパワハラ等の規定について
　　�　市議会政治倫理条例を改正する規定整備までの経緯や改正内容について説明を受けた。

・高鍋町議会
　⑴常任委員会の現状について
　　�　議員定数の減少にあわせての委員会構成の変遷や現状の常
任委員会・特別委員会の体制について説明を受けた。

　⑵議会におけるＩＣＴの取組について
　　�　ペーパーレス会議システムの導入検討から、本会議におけ
るタブレットのみ本格運用までの経緯について説明を受け
た。

・�名城大学女子駅伝部第４１回全日本大学女子駅伝
大会応援
　�　７連覇を達成した名城大学の応援を行い、大会終了後
には、米田監督や中尾コーチらに挨拶し、引き続き串間
キャンプの開催をお願いした。

・浦和麗明高校硬式野球部表敬訪問
　�　本市にて４年連続でキャンプを行っていただいている
ことから、引き続きキャンプの串間開催をお願いした。

・�株式会社トップトラベルサービス表敬訪問
　�　スポーツキャンプの代理店業務を行うトップトラベル
サービス社を表敬。
　�　地元の高校との合同練習など、キャンプ開催時に国際
交流の機会を設けること等についてご意見をいただいた。

・ＪＲ西日本硬式野球部表敬訪問
・広島経済大学硬式野球部表敬訪問
・宮崎県大阪事務所表敬訪問

◎議会改革調査特別委員会
出張地：宮崎市議会、高鍋町議会　 出張期間：令和５年10月16日（月）

◎串間市交流促進調査特別委員会
出  張  地：宮城県・東京都・埼玉県・大阪府・広島県
出張期間：令和５年10月29日（日）～10月31日（火）

名城大学女子駅伝部
第４１回全日本大学女子駅伝大会応援

浦和麗明高校硬式野球部表敬訪問

11 串間市議会だより



山﨑 瑚華さん 喜多 周五朗さん

　１月１６日（火）串間市議会議場にて、第１８回わけもんの主張南那珂支
会予選会が開催されました。政治や選挙などについて、日頃感じていること
を率直に発表する場です。
　串間市・日南市からの高
校生から社会人までの計８
名による意見発表となり、
最優秀賞は吉

よしおか

岡陽
ひ

向
なた

さんが
受賞されました。吉岡さん
は２月１７日（土）に宮崎
市にて開催される県大会に
出場されます。

発表者
①�喜　多　周五朗�さん（福島高校）� 演題「政治の魅力って？」
②�齋　藤　琴　音�さん（日南高校）� 演題「寄り添う心」
③�河　野　瑠　亜�さん（日南振徳高校）� 演題「『関係ない』と思わないで」
④�山　﨑　瑚　華�さん（福島高校）� 演題「選挙とこれからの未来」
⑤�丸　岩　滉　和�さん（日南学園高校）� 演題「有権者としてあるべき姿」
⑥�吉　岡　陽　向�さん（日南高校）� 演題「無意味もとい勘違い」
⑦�松　浦　佳　鈴�さん（日南市役所）� 演題「小さくて価値のある一票」
⑧�安　永　　　魁�さん（串間市役所）� 演題「有権者としての自覚」

わけもんの主張

表彰状授与

12串間市議会だより



　１２月議会では、市内の各種施設を管理する団体を指定する議案が下記
の６件提出され、可決されました。
　指定期間はいずれも令和６年４月から令和９年３月までの３年間です。

〇 串間市市木デイサービスセンター
　指定管理者：社会福祉法人串間市社会福祉協議会

〇 串間市民総合体育館及び串間市総合運動公園
　指定管理者：株式会社　保全

〇 串間市文化会館
　指定管理者：一般社団法人ひかり

〇 串間市立図書館
　指定管理者：一般社団法人翼

〇 串間市農村環境改善センター
　指定管理者：串間市シルバー人材センター

〇 串間市高松キャンプ公園
　指定管理者：磯料理いよや

公の施設の指定管理者の指定について

総合運動公園陸上競技場

市立図書館高松キャンプ公園

13 串間市議会だより



12月定例会では１件の意見書案を可決し、国に提出しました。

子宮頸がんワクチン接種の推進を求める意見書
　子宮頸がんは、ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）感染が主な原因であり「予
防できる唯一のがん」と言われている。年間約１万人強が新たに罹患し、約
３０００人が亡くなっていると推計されているが、近年、若年化傾向にあり、
死亡率も高くなっている。２０代、３０代の若い女性がかかるがんのなかでは、
乳がんに次いで多く、結婚前、妊娠前の罹患は女性の人生設計を大きく変えて
しまいかねず、子宮頸がんの予防対策が強く望まれている。
　子宮頸がんの予防対策としては、子宮頸がん予防ワクチンを接種すること及
び予防検診（細胞診・ＨＰＶ検査）によってＨＰＶ感染の有無を定期的に検査し、
前がん病変を早期に発見することが挙げられる。子宮頸がん予防ワクチンは世
界保健機関（ＷＨＯ）が接種を推奨し、２０１９年２月時点においては、９２
か国において公的接種とされている。先進国の多くで、子宮頸がん罹患者が減
少している一方、わが国では、平成２５年６月から約９年に及ぶ接種勧奨差し
控えにより、接種機会を逃した若い女性が非常に多く、また接種勧奨が再開さ
れた現在も、接種に対し副反応を懸念する声が多く聞かれ、公的接種が進んで
いない。
　本県においては特に、接種件数に伸びが見られず、接種率が全国ワーストと
なっている。比例して、罹患率もワーストである。
　未来に生まれ来る命を育む若い女性の命と健康を守ることは、究極の少子化
対策であり、ＷＨＯが子宮頸がんの排除に向けて世界的戦略を取っている今、
国として取り組むべき課題であると考える。
　また、公衆衛生の観点より、公的接種の対象者を、女子のみでなく、男子に
も拡大するべきである。男女ともに接種が推進されるためには、ワクチンの有
用性とリスクについて国民が正しく理解することが肝要である。
　よって、本議会は、国に対し、ＨＰＶワクチンに関する政策の充実を図るため、
下記の事項を実施するよう強く要望する。

記

１　�子宮頸がんワクチンについては、安全性・有用性など科学的知見に基づく
情報のさらなる提供をおこなうこと。また、副反応などの多様な症状に対
する措置について万全な体制を整備すること。

２　キャッチアップ世代に対する無料接種の期間を延長すること。
３　�キャッチアップ接種については、住民票を置く自治体に関わらず無償とす
ること。

４　男子に対しても定期接種とすること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　令和５年１２月１３日
宮崎県串間市議会

14串間市議会だより
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議案第８２号 令和５年度串間市一般会計補正予算（第６号） 原案
可決

11月
27日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第８３号 令和５年度串間市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第
３号）

原案
可決

11月
27日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第８４号 令和５年度串間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案
可決

11月
27日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第８５号 令和５年度串間市水道事業会計補正予算（第２号） 原案
可決

11月
27日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第８６号 令和５年度串間市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 原案
可決

11月
27日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第８７号 令和５年度串間市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案
可決

11月
27日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第８８号 令和５年度串間市介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号） 原案
可決

11月
27日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第８９号 令和５年度串間市市木診療所特別会計補正予算（第１号） 原案
可決

11月
27日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９０号 串間市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案
可決

11月
27日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９１号 串間市市長等の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案
可決

11月
27日

市長
提出 条例 ○ ○ × ‐ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第９２号 令和５年度串間市一般会計補正予算（第７号） 原案
可決

12月
13日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第９３号 令和５年度串間市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第
４号）

原案
可決

12月
13日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９４号 令和５年度串間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原案
可決

12月
13日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９５号 令和５年度串間市病院事業会計補正予算（第１号） 原案
可決

12月
13日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９６号 令和５年度串間市水道事業会計補正予算（第３号） 原案
可決

12月
13日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９７号 令和５年度串間市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 原案
可決

12月
13日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９８号 令和５年度串間市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案
可決

12月
13日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９９号 令和５年度串間市漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 原案
可決

12月
13日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１００号 令和５年度串間市介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第４号） 原案
可決

12月
13日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第１０１号 令和５年度串間市市木診療所特別会計補正予算（第２号） 原案
可決

12月
13日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１０２号 串間市火災予防条例の一部を改正する条例 原案
可決

12月
13日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１０３号 下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用することに伴う
関係条例の整備に関する条例

原案
可決

12月
13日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１０４号 串間市上下水道事業運営審議会条例 原案
可決

12月
13日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１０５号 串間市上下水道事業の剰余金の処分等に関する条例 原案
可決

12月
13日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１０６号 公の施設の指定管理者の指定について 原案
可決

12月
13日

市長
提出 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第１０７号 公の施設の指定管理者の指定について 原案
可決

12月
13日

市長
提出 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第１０８号 公の施設の指定管理者の指定について 原案
可決

12月
13日

市長
提出 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第１０９号 公の施設の指定管理者の指定について 原案
可決

12月
13日

市長
提出 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第１１０号 公の施設の指定管理者の指定について 原案
可決

12月
13日

市長
提出 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第１１１号 公の施設の指定管理者の指定について 原案
可決

12月
13日

市長
提出 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第１１２号 公平委員会委員の選任につき議会の同意を求めることについて 原案
同意

12月
13日

市長
提出 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１１３号 公平委員会委員の選任につき議会の同意を求めることについて 原案
同意

12月
13日

市長
提出 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１１４号 公平委員会委員の選任につき議会の同意を求めることについて 原案
同意

12月
13日

市長
提出 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１１５号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の同意を求めるこ
とについて

原案
同意

12月
13日

市長
提出 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１１６号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の同意を求めるこ
とについて

原案
同意

12月
13日

市長
提出 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１１７号 串間市市長等の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案
可決

11月
27日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１１８号 串間市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案
可決

12月
13日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１１９号 令和５年度串間市一般会計補正予算（第８号） 原案
可決

12月
13日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議　　員
提出議案 議員提出議案第２号 子宮頸がんワクチン接種の推進を求める意見書 原案

可決
12月
13日

議員
提出 意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

令和５年１２月　第５回串間市議会定例会　議案等の審議結果及び各議員評決

15 串間市議会だより
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▲点線に沿ってお切りください。　※お手数ですが投函いただく際は、必ず不要になったはがきなど厚紙に全面密着で貼り付けてください。

市議会に対するご意見をお聞かせくだ
さい。

※�　いただいたご意見については、今後の参考とさせていただくほか、
議会だよりの紙面でご紹介することがございます。

※�　また、紙面での紹介にあたり、内容を変えない範囲で添削させ
ていただく場合があります。ご了承ください。

　市で起きた官製談合事件、あってはな
らないことである。副市長という立場で
事件に関わることは非常に残念であり、
どういう経緯を含んでいるのか、明確に
正したい。
　いずれにせよ、副市長一人の逮捕で終
わることなく、今後の入札制度の見直し
はもちろん、再犯が起きないような取組
を構築するべきだと思う。
　今後、串間市がどのように対応するの
か、市民に信頼が示されるような、施策
を望みたい。

編集後記
編集委員 瀬尾　俊郎

　串間市議会では、３月、６月、９月、１２月の
定例会や臨時会で、市民の皆様の生活に関係の
深い議案などを審議しています。
　「市民に信頼され、役立つ議会づくり」を基本
理念に「串間市議会基本条例」を制定し、市民
の声を市政に反映すべく議会運営と行政が一体
となって取り組んでおります。
　一人でも多くの市民の皆様に、開かれた議会を
ご理解いただく上でも、ぜひ、議会の様子を聞
いてみませんか。
　また、串間市議会の様子については、パソコ
ンやスマートフォン、タブレットで議会中継の様
子がご覧になれるほか、過去の映像についても
視聴可能です。

　傍聴に関するお問い合わせがありましたら、
議会事務局（☎72-0691）までご連絡ください。
　なお、次回３月定例会は、令和６年２月２６
日（月）開会予定です。正式な開会日や会期日
程等については、決まり次第、議会のウェブサ
イト等でお知らせいたします。

議会傍聴のご案内

検 索串 間 市 議 会
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